
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 
開講年度 平成２２年度 開講時期 前学期   後学期 

科目名 地域学 

担当教員（所属） 横尾 文子 

単位数 2 

曜日・校時 月曜４時限（予定） 14：40～16：10 

曜日・校時 追記（授業形態） （対面授業） 

講義概要（開講意図・ 
到達目標を含む） 

授業の到達目標 
力強く生きていく姿勢を養うために、「私自身の根っこ」（ アイデンティティー）を探り当てる。 
① ｢私｣は、どのような地域( 国・県・市町村)に属しているか再認識する。 
② 地域の歴史を認識したうえで、自分に籠められている家族や地域の「祈り」を考察する。 
授業の概要 
① 美智子皇后の講演記録から「私自身の根っこ」を考える契機とし、旭学園校祖・中島ヤス先生の建学の精

神について学ぶ。 
② 佐賀の代名詞ともなっている江戸時代の「葉隠」に触れ、さらに外国人ケンペルの見た佐賀を知る。 
③ 自分を支えている「歴史性」を考察し、「伝統」とは何かを考える 
④ 地域に生きる姿勢を養い、自分の将来像を描くキッカケ作りとする。 

聴講指定  

履修上の注意  

授業計画 
 
 
 
 
 
 
 

１週：オリエンテーション 
２週：美智子皇后講演「子供時代の読書の思い出」(VTR 視聴) 
３週：校祖・中島ヤス先生の志、旭学園の歴史。「校祖祭」の式次第、献句作成。（私自身の根っこを探る） 
４週：佐賀論語と呼ばれる『葉隠』（1710 年代の佐賀藩の思惟）について 
５週：『葉隠』の箴言Ⅰ 
６週：『葉隠』の箴言Ⅱ  
７週：『葉隠』のなかの女性たち 
８週：エンゲルベルト・ケンペル(1651－1692 ドイツ人)『日本誌』に描かれた鎖国時代の日本 
９週：エンゲルト・ケンペルの見た「佐賀の女性」（アジアで最も美しい女性と讃えられたことについて） 

１０週：意見交換（レポート作成） 
１１週：「先祖祭」(死者との交流である｢お盆｣などについて)、さだまさし「精霊流し」 
１２週：日本の祭り( 佐賀市金立「白鬚神社」の稚児田楽) 
１３週：日本の祭り(奈良「春日大社」の式年造替) 
１４週：伝統と創造－私を成り立たせている文化・風土（レポート提出） 
１５週：まとめ 

成績評価の方法と基準 講義への参加度、提出物、テストにおける総合点 
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オフィスアワー  

その他 対象：キャリアデザイン学科 

  

 


